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  第１章  伊佐市の概要  

 
 
１ 地域の概要 

本市は、鹿児島県の最北部に位置し北は熊本県、東は宮崎県、南は湧水町及びさ

つま町、西は出水市に接しており東西には川内川が貫流し、羽月川等の支流がこれ

に合流しています。また、当地域は周辺を九州山地の支脈に囲まれた盆地状の地形

を呈しており、耕地は水田が主体となっています。水田の土壌は、砂壌土で肥沃で

ありますが、盆地の周辺部の畑地は黒色火山灰土壌からなっています。 
伊佐地域の中央部は、海抜１７８メートルで内陸性の気象を帯び

ています。さらに、気温は、県内各地と比較してもいずれも低く、

冬季には平野部においても零下５度に達することもあり、冬季や春

先に寒害や霜害を受けることがあるものの、この温度差の激しい内

陸性の気候が「おいしい伊佐米」を育てると言われています。 
 

 
 
２ 農業の現状と対策 

本市は、耕地面積の７４％を水田が占める県内有数の水田地帯で、良質米の生産

が盛んであり、農業経営としては水稲を基幹に畜産、野菜、たばこ等を組み合わせ

た複合経営が主体となっていますが、これまでの水田農業構造改善対策による転作

面積の増加に伴い、ネギ・カボチャ・大豆といった野菜等の栽培を新たに含めた営

業形態へと変わりつつあります。米の生産調整や農産物の価格低迷、産地間競争の

激化、後継者不足による農業従事者の高齢化から離農現象は、ますます進行してい

くと予想されます。 
「伊佐米」の銘柄確立及び産地間競争に打ち勝つために、集落営農組織や認定農

業者を育成し、農作業受委託生産体制の確立やカントリーエレベーターの利用を促

進し、生産性の高い農業経営と「伊佐米」の品質向上を目指します。 
また、地元で作ったものを地元で消費する、いわゆる「地産地消」の取り組みを

地域一体となって推進します。 
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  第２章  計画策定にあたって  

 
 
１ 計画策定の趣旨 

「食」とは、人間にとって生きていくためには欠かせない大切なことです。 
近年、健康志向や食の安全・安心に対する関心が高まりつつありますが、同時に

「食」を取り巻く様々な問題も起こっています。過食や過激なダイエットによって、

栄養バランスの崩れた食事、朝食欠食による心身への悪影響、日本型食文化の継承

の危機などを解決しなければなりません。 
 
このような問題に対処するため国は、平成１７年７月に「食育基本法」を施行、

平成１８年３月には「食育推進基本計画」を策定し、食育について、基本理念を明

らかにしてその方向性を示し、国、地方公共団体及び国民の食育推進に関する取組

を総合的かつ計画的に推進することとしました。 
 
本市においても、地域特有の恵まれた自然環境と豊かな食物を活かし、家庭や地

域、保育園・幼稚園、学校、生産者、ボランティア団体、行政が連携し、健全な心

身を培い、豊かな人間性を育むための施策を総合的かつ計画的に推進するため「伊

佐市食育推進計画」を策定します。 
 
 
 

２ 食育とは 
「食育」とは、一人ひとりが、生涯を通じた健全な食生活の実現、食文化の継承、

健康の確保等が図れるよう、自らの食について考える習慣や食に関する様々な知

識・情報の習得、食を選択する判断力を楽しく身に付けるための学習等の取組を指

します。 
 

  食育基本法での位置づけ 
○ 生きるうえでの基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるもの 
○ 様々な経験を通して「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健

全な食生活を実践することができる人間を育てること 
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【国の基本的な方針】 
ⅰ．国民の心身・健康の増進と豊かな人間形成 
ⅱ．食に関する感謝の念と理解 
ⅲ．食育推進運動の展開 
ⅳ．子どもの食育における保護者・教育関係者等の役割 
ⅴ．食に関する体験活動と食育推進活動の実践 
ⅵ．伝統的な食文化、環境と調和した生産等への配慮及び農山漁村の活性化と食料自給

率向上への貢献 
ⅶ．食品の安全性の確保等における食育の役割 

 
 
３ 計画の位置づけ 

本計画は、本市における食のありかたを見直し、地域として食育を推進していく

ための、食育基本法第１８条第 1 項に基づく市町村推進計画とします。 
なお、伊佐市における総合振興計画、健康増進計画等の他の計画との整合性を図

りながら、総合的かつ計画的に推進していきます。 
 

 
 
４ 計画期間 

平成２３年度から２７年度までの５年間を計画の対象期間とします。 
ただし、今後の社会情勢や環境の変化を考慮し、必要に応じて見直しをします。 
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５ 計画の推進体制 
本計画は多分野の食育関係者との連携を図りつつ、食育の推進に協力していくこ

とを目指しており、市民とともに活発な活動が行えるよう具体的な取組を示したも

のです。 
 

［伊佐市食育推進連携図］ 
 
 

地 域 

学 校 保育園(所) 

幼稚園 

家 庭 

行 政 

生産者 ボランティ

ア団体 
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６ 食育推進における各分野の役割 
 
 

家庭での役割 

食育の基本となる場所は家庭であり、家族とのコミュニケーションを図る大切

な場です。 
家庭では、食事マナーや栄養バランス、食べ物への感謝の気持ちを育んで、日々

の食習慣や知識を習得していけるよう様々な場を通しての食育を役割とします。 
 

地域の役割 

地域としての活動の中で、健康増進のために集団健診への誘い合い、生活習慣

病の予防や市民一人ひとりが食に関心を持ち実践していけるように、地域一体で

食生活の改善に取り組むことが必要です。 
地元の行事などの時には、地場産の新鮮な食材を使用し、地産地消や伝統料理

を地元の子どもや大人に伝承していく取組を役割とします。 
 

保育園（所）・幼稚園の役割 

子どもにとって乳幼児期は、規則正しい生活やバランスのとれた食生活、望ま

しい食習慣を身につけて、成長の基礎となる心身を育成する大切な時期です。 
また、保育園・幼稚園では、家族との連携を図りながら、食べる力の基礎を作

り、食べることの大切さを伝えることを役割とします。 
 

学校の役割 

学校では、食に関する全体計画を作成し、学校の教育活動で食に関する指導充

実に努めていきます。 
また、家庭や地域社会においても食育に対する理解が進み、児童生徒に対する

食育の取組が行われるように、学校から啓発等の働きかけを役割とします。 
 

生産者の役割 

本市は農林畜産業を基幹産業とし、その中でも米どころの産地で、いたるとこ

ろに水田が広がっています。近年、食品の安全性に対する不安が高まっている中、

生産地が明らかで、生産者の顔がみえる物を安心して購入できることが求められ

ています。このような現状を踏まえ、保育園・幼稚園、学校、地域と連携して農

業に関するいろいろな学習や体験を通じて、安心・安全を学び地産地消の積極的

な推進を役割とします。 
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ボランティア団体の役割 

「食」を推進していく取組の中で、ボランティア団体は必要不可欠です。地域

の食材を活用した料理教室や郷土料理の伝承をしています。ボランティア団体は

食育の意味を熟知しており、市民に普及啓発して「食」の大切さを積極的に広め

る活動を役割とします。 
 

行政の役割 

行政は、食育への理解と関心を深めてその意義や必要性を周知するため、食育

運動を展開していきます。また、講演会やイベントの開催、適正な情報の提供、

食育事業の拡充により普及啓発活動を行って市民へ食育の推進を図ります。 
さらに、「地産地消」を推し進めていく活動として、消費者と生産者との「顔が

見える」関係の構築や消費者への理解促進について、地域と一体となり、積極的

に普及啓発していくことを役割とします。 
 

 
 
７ 計画の評価について 

本計画の期間となる平成２３年度から平成２７年度までのうち、進捗状況等の実

績を把握できるものについては、平成２５年度と平成２７年度にアンケート調査等

を実施し、本計画の目標がどのように達成できたかを評価分析し、次期計画に反映

させていきます。 
また、評価の目標数値については、第３章において掲げています。 
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 第３章  食をめぐる現状と課題 
 

 
 
 
１ 食をめぐる現状 
 

(1) 食生活の変化 
昭和時代、私たちの食生活は、主食であるご飯と、魚や野菜、大豆から作る豆

腐などの副食を組み合わせたものが中心でした。 
第二次世界大戦後、経済成長に伴い、我が国の食文化も大きく変化し始めまし

た。畜産物や油脂などの摂取量が増加し、昭和５０年頃には、カロリー摂取量が

ほぼ満足すべき基準に達し、たんぱく質、脂肪、炭水化物のエネルギーバランス

も均衡が取れているなど、いわゆる「日本型食生活」ともいうべき理想的な食生

活を達成しているとみられていました。しかしながら、平成になりその後も油脂

の消費が引き続き増加したことに加え、米の消費が減少し続けたことにより、油

脂の摂り過ぎと炭水化物の摂取量が顕著になっているほか、不規則な食事など、

食生活の乱れが生じてきています。 
また、家庭での調理が減り、外食や中食、コンビニ弁当、調理パンなどを含め

て調理済みの食品を購入するなどの食の外部化が進んでいます。 
現代社会は、生活の２４時間化が進んでいるといわれています。夜間勤務者や

子どもの塾通いの増加、テレビの深夜番組、インターネットやコンビニエンスス

トアの普及などにより、夜型化した生活の人が増えています。その結果、睡眠時

間が短く、生活リズムが不規則になっています。 
ライフスタイルの変化によって、好きなものをいつでも自分の食べたい時間に、

好きなだけ食べたりする一方、生活リズムが乱れて、朝食を食べないことが習慣

になり、家族が分散して食べる「孤食」や「個食」につながっていると考えられ

ます。 
 

－日本型食生活とは－ 

 主食である米を中心とし、魚、肉、野菜などの副食に果物などが加わった栄養バランスのとれ

た食事のことをいいます。 

 

－中食（なかしょく）とは－ 

 外食と家庭での料理の中間にあるものとして、惣菜や弁当などを買って家庭で食べること。また

は、惣菜や弁当などのように、家庭で料理加熱することなく、そのまま食事として食べられる状態

の食品のことをいいます。 
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(2) 伊佐市の現状 
平成 22 年 9月に住民アンケートを実施しました。そのアンケート結果によると

伊佐市の現状は以下のようになっています。 

① 朝食の現状 

○ あなたは、毎日朝食を食べますか。 

全体では、87%の人が毎日朝食を食べていることがわかります。男女別に見る

と「ほぼ毎日食べている」と答えた人は、男性 82.4%、女性 90.0%となっており、

意識は高いことが分かります。 

 

 

 

ほぼ毎日食
べている

時々食べる
ほとんど食

べない
未回答 総計

総計 888 63 46 27 1,024

Q10　あなたは、毎日朝食を食べますか。

ほぼ毎日食
べている

87%

未回答
3%

時々食べる
6%

ほとんど食
べない

4%

 

 

 

 

 

 

○ 一日三食摂っていますか。 

全体では 80%以上の人がほぼ毎日三食摂っていることがわかる。ただ、男性の

20代から40代と女性の20代において、三食摂る人の割合が低くなっています。

男性を中心とした若い世代の人たちに、規則正しい食事の重要性を十分に認識

してもらう必要があります。 

 

 
ほぼ毎日三
食摂ってい

る

時々三食
摂っている

ほとんど三
食摂っては

いない

未回答 総計

総計 866 81 47 30 1,024

Q09　一日三食摂っていますか。

ほぼ毎日三
食摂ってい

る
84%

未回答
3%

ほとんど三
食摂っては

いない
5%

時々三食
摂っている

8%
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② 食への関心について（「食育」の認知を含む） 

○「食育」について知っていますか。 

意味まで知っている人は全体でも 43%となっており、半数に満たないことがわ

かります。しかし、「言葉は知っているが、意味は知らない」と答えた人を含め

ると、約 80%になります。そのため、言葉だけでなく意味をしてもらう必要があ

るため、幅広い年代に対しての普及啓発活動が大切になります。 

 

 

言葉も意味
も知ってい

る

言葉は知っ
ているが意
味は知らな

い

言葉も意味
も知らない

未回答 総計

総計 446 364 163 51 1,024

Q20　「食育」について知っていますか。

言葉は知っ
ているが意
味は知らな

い
36%

言葉も意味
も知らない

16%

未回答
5%

言葉も意味
も知ってい

る
43%

 

 

 

 

 

 

 

 

○「食育」について関心がありますか。 

「どちらかといえば関心がある」まで含めても全体でも 65%となっています。

男女別に見ると「関心がある」「どちらかといえば関心がある」と答えた人は、

男性 56.3%、女性 72.9%となっており、女性の関心が高いことが分かります。 

 

 

関心がある
どちらかと
言えば関心

がある

どちらかと
言えば関心

がない

関心がない 未回答 総計

総計 260 413 184 120 47 1,024

Q21　「食育」について関心がありますか。
関心がある

25%

どちらかと言

えば関心があ

る

40%

どちらかと言

えば関心がな

い

18%

関心がない

12%

未回答

5%
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○「食育」で重点的に取り組むべきことはどのようなことだと考えますか。 

次に示すような回答が多くなっています。その中で上位二つは「体や健康に関

すること」であり、残りは「農林水産業や生産者に関する理解を深めること」、「食

文化に関すること」になっています。これからは、住民の要望を踏まえた取り組

みも検討する必要があります。 

 

（回答が多かった上位四つ） 

・ 食生活・食習慣の改善 

・ 食品の安全性に関する理解 

・ 生産者等への感謝・理解、農林漁業に関する

体験活動 

・ 郷土料理、伝統料理等の優れた食文化の継承 

 

食生活・食
習慣の改善

食品の安全
性に関する

理解

自然の恩恵
や生産者等
への感謝・
理解、農林
漁業等に関
する体験活

郷土料理、
伝統料理等
の優れた食
文化の継承

食を通じた
コミュニ

ケーション

環境との調
和、食品廃
棄の削減や
食品リサイ
クルに関す

る活動

歯や口の健
康

食事に関す
るあいさつ
の励行や作
法の習得

その他（ ） 総計

総計 440 426 393 322 218 203 179 145 8 2,334

Q26　「食育」で重点的に取り組むべきことはどのようなことだと考えますか。（あてはまるもの３つまでに○）

440

426

393

322

218

203

179

145

8

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

食生活・食習慣の改善

食品の安全性に関する理解

自然の恩恵や生産者等への感謝・理解、農林漁業等に関する体験活動

郷土料理、伝統料理等の優れた食文化の継承

食を通じたコミュニケーション

環境との調和、食品廃棄の削減や食品リサイクルに関する活動

歯や口の健康

食事に関するあいさつの励行や作法の習得

その他（ ）
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③ 栄養バランスについて 

○ 現在の食生活を改善しようと思いますか。 

「できれば改善したいと思う」と答えた人まで含めると 57%になり、半数は超

えています。改善する必要性を感じない世代があるかもしれませんが、常に改

善の意識を持ってもらえるようにしたほうが望ましいことになります。 

 

 

 

 

 

 

改善したい
と思う

できれば改
善したいと

思う

あまり改善
したいとは
思わない

改善しよう
とは思わな

い
未回答 総計

総計 132 443 302 117 30 1,024

Q19　現在の食生活を改善しようと思いますか。 改善したいと

思う

13%

あまり改善し

たいとは思わ

ない

29%

改善しようと

は思わない

11%

未回答

3%

できれば改善

したいと思う

44%

○ あなたは、質と量（バランス）を考えた食事を摂っていますか。 

「時々考えている」と答えた人も合わせると、全体では 83%の人が食事の質と

量（バランス）についての意識を持っています。男女別に見ると、「ほとんど考

えない」と答えた人は、男性 20.7%、女性 10.7%となっており、男性の「食事の

質と量（バランス）に関する意識が低くなっています。そのため、食事の質と

量（バランス）に関する意識をもってもらえるような取り組みが必要となりま

す。 

いつも考え
ている

時々考えて
いる

ほとんど考
えない

未回答 総計

総計 353 492 154 25 1,024

Q17　あなたは、質と量（バランス）を考えた食事を摂っていますか。

時々考えて
いる
49%

いつも考え
ている
34%

未回答
2%

ほとんど考
えない
15%
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○ あなたは、自分にとって、適切な食事の内容・量を知っていますか。 

全体では「知っている」と答えた人が 54%と半数を超えていますが、「知らな

い」と答えた人は 38%となっています。自分に適切な食事の内容や量を「知らな

い」人に、適切な食事の内容量を知ってもらえるように、情報提供をする場が

必要となります。 

 

知っている 知らない 関心がない 未回答 総計

総計 541 394 56 33 1,024

Q16　あなたは、自分にとって、適切な食事の内容・量を知っています
か。

知らない
38%

知っている
54%

未回答
3%

関心がない
5%

 

 

 

○ 食品の安全に関する知識を持っていると感じていますか。 

「ある程度持っている」まで含めると、72%の人が食品の安全に関する知識を

持っています。今後も継続して、食品の安全に関する知識の普及啓発を進めて

いくことが大切です。 

 

十分に持っ
ている

ある程度
持っている

あまり持っ
ていない

全く持って
いない

未回答 総計

総計 160 580 210 45 29 1,024

Q24　食品の安全に関する知識を持っていると感じていますか。

ある程度持っ

ている

56%

未回答

3%
十分に持って

いる

16%

全く持ってい

ない

4%

あまり持って

いない

21%
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○ 惣菜や加工品を購入するときに栄養成分表示を参考にしますか。 

35%の人が栄養成分表示を参考にしていません。特に男性については、参考に

していない人の割合が高くなっています。栄養についても意識を持ってもらえ

るような取り組みが必要となります。 

 

 

よく参考に
する

時々参考に
する

ほとんど参
考にしない

未回答 総計

総計 178 455 354 37 1,024

Q18　惣菜や加工品を購入するときに栄養成分表示を参考にしますか。 よく参考に
する
17%

時々参考に
する
44%

ほとんど参
考にしない

35%

未回答
4%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ あなたは、野菜を多く摂っていますか。 

野菜を「ほとんど摂らない」という人は、2%とあまりいないことが分かりま

す。野菜を摂ることの重要性をしっかりと引き継いでいけるように支援する取

り組みが必要となります。 

 

 

 毎日摂る 時々摂る
ほとんど摂

らない
未回答 総計

総計 649 337 18 20 1,024

Q15　あなたは、野菜を多く摂っていますか。

毎日摂る
63%

未回答
2%

ほとんど摂
らない

2%

時々摂る
33%
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○ あなたは、脂っこい食事を摂りますか。 

「よく摂る」と回答した人は 11%であるが、脂っこい食事の基準が主観となっ

ているところが、気になります。男性の若年層が「よく摂る」と回答している

割合が高くなっています。ただ、脂が全て良くないということではありません

ので、正しい知識を普及させる取り組みが必要となります。 

 

ほとんど摂
らない

時々摂る よく摂る 未回答 総計

総計 149 739 108 28 1,024

Q13　あなたは、脂っこい食事を摂りますか。

時々摂る
71%

ほとんど摂
らない
15%

未回答
3%

よく摂る
11%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ あなたの普段の味付けはどうですか。 

普通だと思うと回答した人が 66%となっていますが、前問同様に味付けの基準

が主観によるものとなっています。「濃いほうだと思う」と答えた人は、男性

19.4%、女性 7.9%と、男性のほうが濃いと思っている人が多くなっています。味

付けについて、正しい知識を普及させる取り組みが必要となります。 

 

 
薄いほうだ

と思う
普通だと思

う
濃いほうだ

と思う
未回答 総計

総計 183 681 132 28 1,024

Q14　あなたの普段の味付けはどうですか。

普通だと思
う

66%

未回答
3% 薄いほうだ

と思う
18%

濃いほうだ
と思う
13% 
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○ 一日１回は、空腹を感じますか。 

「ほとんど感じない」と回答した人は、15%となっています。 

 

 

ほぼ毎日感
じる

時々感じる
ほとんど感

じない
未回答 総計

総計 291 536 156 41 1,024

Q12　一日1回は、空腹を感じますか。

時々感じる

53%

ほぼ毎日感
じる

28%

未回答

4%
ほとんど感

じない
15%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ あなたは、間食しますか。 

「ほとんど食べない」と回答した人は、20%となっています。「ほとんど食べ

ない」と答えた人が、男性 28.6%、女性 12.5%となっており、女性のほうが「食

べる」と回答した人の割合が多くなっています。 

 

 

ほとんど食
べない

時々食べる
ほぼ毎日食
べている

未回答 総計

総計 200 617 175 32 1,024

Q11　あなたは、間食しますか。 ほとんど食
べない
20%

時々食べる
60%

ほぼ毎日食
べている

17%

未回答
3%
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○「メタボリックシンドローム」について知っていますか。 

さまざまなところで目にしたり耳にしたりすることが多く、「言葉も意味も知

らない」と回答した人は大半が高齢者であるため、ほとんどの人に認知されて

いると考えられます。これからは言葉の認知だけでなく、メタボリックシンド

ロームを予防するための意識づくりを進めていく取り組みが必要となります。 

 

 

言葉も意味
も知ってい

る

言葉は知っ
ているが意
味は知らな

い

言葉も意味
も知らない

未回答 総計

総計 736 177 79 32 1,024

Q25　「メタボリックシンドローム」について知っていますか。

言葉も意味
も知ってい

る
72%

未回答
3%言葉も意味

も知らない
8%

言葉は知っ
ているが意
味は知らな

い
17%

 

 

 

 

 

 

 

－メタボリックシンドロームってなに？－ 

 糖尿病などの生活習慣病は、それぞれの病気が別々に進行するのではな

く、おなかまわりの内臓に脂肪が蓄積した内臓脂肪型肥満が大きくかかわ

るものであることがわかってきました。内臓脂肪型肥満に加えて、高血糖、

高血圧、脂質異常のうちいずれか 2 つ以上をあわせもった状態を、メタボ

リックシンドローム（内臓脂肪症候群）といいます。 
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④ 食事バランスガイドについて 

○ 「食事バランスガイド」について知っていますか。 

「内容まで知っている」と回答した人は、30%となっていますが、「言葉も内

容も知らない」と回答した人は、28%となっており、まだまだ認知されていない

ことがわかります。特に男性では、「言葉も内容も知らない」と答えた人が、34.9%

と多くなっています。「食事バランスガイド」について、より一層の普及啓発活

動が必要となっています。 

 

 

言葉も内容
も知ってい

る

言葉は知っ
ているが内
容は知らな

い

言葉も内容
も知らない

未回答 総計

総計 308 373 291 52 1,024

Q22　「食事バランスガイド」について知っていますか。

言葉は知っ
ているが内
容は知らな

い
37%

言葉も内容
も知らない

28%

未回答
5%

言葉も内容
も知ってい

る
30%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「食事バランスガイド」を参考にしていますか。 

食事バランスガイドについて十分に認知されていないためか、「全く参考にし

ない」「あまり参考にしていない」と回答した人を合わせると、63%となってい

ます。「食事バランスガイド」については、前問では認知している人が 30%とな

っていますが、「いつも参考している」と答えた人は 7%と低いことから、より一

層の普及啓発活動が必要となっています。 

 

 

いつも参考
にしている

時々参考に
している

あまり参考
にしていな

い

全く参考に
していない

未回答 総計

総計 74 247 249 389 65 1,024

Q23　「食事バランスガイド」を参考にしていますか。

あまり参考に

していない

24%

全く参考にし

ていない

39%

未回答

6%

時々参考にし

ている

24%

いつも参考に

している

7% 
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⑤ 地産地消について 

○ 意識して地場産品を利用していますか。 

「時々利用している」と回答した人まで含めると、85%の人が意識して地場産品

を利用していることが分かります。ただ、男女別に見ると、男性 79.3%、女性 89.1%

と、男性のほうは地場産品利用の意識が少しだけ低いようです。ある程度は地場

産品が利用されている状況にありますが、さらに地産地消を促進するような取り

組みが必要となります。 

 

よく利用し
ている

時々利用し
ている

ほとんど利
用していな

い

未回答 総計

総計 406 463 97 58 1,024

Q27　意識して地場産品を利用していますか。
未回答

6%
ほとんど利
用していな

い
9%

時々利用し
ている
45%

よく利用し
ている
40%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ あなたは農林水産業の体験がありますか。 

農林水産業の体験が「ある」と答えた人は 52%、「ない」と答えた人は 44%と

なっています。「ある」と答えた人は、男性 62.4%、女性 44.0%となっています。

体験のない人も希望すれば体験できるような環境整備が必要となってくるかも

しれません。 

 

 
ある ない 未回答 総計

総計 532 448 44 1,024

Q28　あなたは農林水産業の体験がありますか。

ある
52%

ない
44%

未回答
4%
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○ あなたは今後農林水産業の体験をしてみたいと思いますか。」 

体験をしたみたいと「思わない」と回答した人が、72%となっています。農林

水産業の体験は食育に限らず様々な分野で貴重な体験となることが考えられま

すので、体験しやすい環境づくりや体験してみたいと思ってもらえるような情

報を提供するという、農林水産業に対する知識の普及啓発活動が必要となりま

す。 

 

思う 思わない 未回答 総計

総計 107 326 18 451

Q28-1　あなたは今後農林水産業の体験をしてみたいと思
いますか。 思う

24%

思わない
72%

未回答
4%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 子どもの農林水産業の体験は必要だと考えますか。 

「どちらかといえば必要である」と回答した人まで含めると、87%の人は子ど

もの農林水産業体験は必要だと回答しています。子どもにとっても農林水産業

の体験がしやすい環境づくりが必要となります。 

 

 

必要である
どちらかと
いえば必要

である

どちらかと
いえば必要

でない
必要でない 未回答 総計

総計 531 353 45 29 66 1,024

Q29　子どもの農林水産業の体験は必要だと考えますか。

どちらかとい

えば必要であ

る

34%

必要である

53%

必要でない

3%

未回答

6%

どちらかとい

えば必要でな

い

4%
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２ 食をめぐる今後の課題 
 
(1) 朝食の大切さ 

朝食は、元気に１日を始めるためのエネルギーになります。また、健康を考え

た食事を規則正しく摂ることは、生活習慣病などの予防にもつながります。 
家庭での食事において、特に問題視されるのが、朝食の欠食であり、１回の食

事の際の摂取量が多くなり過食につながる可能性があります。また、午前中のエ

ネルギー供給が不十分で、集中力が薄れたり体調が不良になったりするなどの問

題点が多く指摘されており、朝食をきちんと摂る習慣を身につけることが必要で

す。 
 

(2) 食生活の乱れ 
私たちの食生活は、欧米化・多様化し、主食である米を中心に水産物や野菜な

ど多様な副食から構成される「日本型食生活」が崩れてきています。コンビニ食

品・ファーストフード、サプリメントなど体に足りない栄養を補う食品だけの簡

素な食事があります。この極端な食事を繰り返すことによって、栄養バランスが

崩れ、肥満が増加したり、若しくは拒食症になったりと問題になっています。 
この状況は、大人たちから子どもたちへ大きく影響し、「食生活」から「日常

生活」まで深刻な悪い流れを形成しています。 
食生活の乱れを解決するには、市民の一人ひとりが「食」を見直していくこと

が重要となっています。 
 

(3) 地場産品の消費拡大 
農作物に関して本市は、非常に恵まれた環境にあります。地域特有の寒暖差の

ある気候や広大な農地を利用した、「伊佐米」や「金山ネギ」などの優れた農作物

がありますが、伊佐市の現状であるように、地場産品を時々利用していると、ほ

とんど利用していない人を含めると全体の５０％強を占めています。 
この現状の課題としては、地域で農作物が生産されているが、地域で消費され

ている量が少ないことが分かります。 
「地産地消」は地域を育て、地域の活性化に繋がる大事なことで、各機関と連

携し、地場産の消費拡大を図ることが求められています。 
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３ 目標数値について 
   伊佐市の現状と、食生活の今後の課題において、この目標数値を設定します。 
 

項  目 
現状数値  

（２３年度）

目標数値  

（２７年度） 
備

考

「食育」について関心を持っている人の割合の増加 ６５．４％ ９０％  

食事バランスガイドの認知度・普及啓発 ２９．８％ ７０％  

食事バランスガイドを参考にしている人の割合の増加 ２９．８％ ６０％  

一日三食摂っている人の割合の増加 ８４．２％ ９０％  

毎日朝食を摂っている人の割合の増加 ８６．３％ ９０％  

地場産品（伊佐市産）の利用する人の増加 ９４．１％ ９５％  

メタボリックシンドロームの認知度の増加 ７１．４％ ９０％  
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 第４章  具体的な対策と取組み 

 
 
１ 家庭・地域における食育の取組み 

(1) 家庭における食育の推進 
食育を推進する中で家庭の役割は非常に大きく、豊か

な人間性を育む基盤です。家庭では、生活習慣の基礎を

つくる乳幼児期から高齢期まで年代に合わせた食育を継

続することが大切です。 
特に、幼児期の５歳頃までに、ある程度人格形成されると言われており、その

中で、「いただきます」「ごちそうさま」などの食への感謝の心を養い、箸の持ち

方などの基礎の部分を家庭で学ぶことが重要です。 
また、「早寝・早起き・朝ごはん」の大切さを十分に理解して実践していくこと

が生涯の健康維持につながります。 
家庭では、最低１日１回は食卓を家族全員で囲みながら食事をするということ

を目標にしていくことが「食」や「家族の和」をつなぐ上で大事なことです。 
 

(2) 地域における食育の推進 
地域においては、伝統的な郷土料理や祭りの行事食などは伝承されていますが、

生活の煩雑さを理由に失われつつ料理もあるようです。このため、長い歴史の中

で培われてきた貴重な食文化を次の世代に伝承していくことが必要となります。 
また、食に関わる人々や関係団体が相互に連携した取組を推進します。 

 
 
２ 保育園（所）・幼稚園における食育の取組み 

乳幼児期は、嗜好が身につく重要な時期であり、食べ物や

生き物に興味を持つ感性豊かな時期です。食事や料理体験、

農業体験等を通して、基本的なマナーを身につけ、食べ物や

生産者、自然等への感謝の心を育むことが必要です。 
子どもが基本的な生活リズム（食べる・寝る・遊ぶ）を身につけるためには、集

団生活の中での様々な体験や学習が必要となります。そのためには、保育園・幼稚

園の保育士や教諭、栄養士、調理師等の関係者が情報の共有化を図り、家庭と連携

しながら子どもの発達状態に応じた食育を積極的に推進することが大切です。 
また、地元農作物の生産者や地域の人々の支援を受け、野菜の種まき、栽培や収

穫、芋掘りなどの体験学習を積極的に展開します。 
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３ 学校における食育の取組み 
成長期にある児童生徒にとって、食育は将来の食習慣の

形成に大きな影響を及ぼすものであり、きわめて重要で

す。児童生徒が食の楽しさを実感し人間関係を育み、望

ましい食習慣を身につけるよう学校給食を中心に、教育

活動全体を通じ、成長・発達段階に応じた計画的な食育

を推進することが大切です。 
具体的には、次の①～⑥を目標にして児童生徒を育成します。 
 

   ① 食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解させます。 
   ② 心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事の摂り方を理解し、

自ら管理していく能力を身につけさせます。 
   ③ 正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等について自ら判断で

きる能力を身につけさせます。 
   ④ 食物を大事にし、食物の生産等に関わる人々への感謝する心を育みます。 
   ⑤ 食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身につけさせます。 
   ⑥ 各地域の産物、食文化や食に関わる歴史等を理解し、尊重する心を育みます。 
 
４ 生産者における食育の取組み 

市民の健康の源である食料を生産する生産者への理解と関心を深めることが大切

です。農畜産物の安全安心を確保するとともに、農業とのふれあいや地産地消を推進

します。 
食べ物を食するまでには多くの人々が関わり成り立っています。生産・流通・消費、

これらの中でどこかひとつでも適切に行われなかった場合には、結果として食への信

頼は失われます。 
地元生産者やＪＡとの連携により、食農教育や農業体験を通し、市民が農業に触れ

合う機会を増やし、食とのかかわりが深い農業への関心や理解の促進を図ります。 
 

５ ボランティア団体における食育の取組み  
食生活改善推進員会、伊佐地区生活研究グループ、地域婦人会等のボランティア団

体は、市民が身近に感じられる団体です。現在も、この特性を活用し、地域における

食生活改善のための取組みや食文化継承のための活動を図っています。 
食育が多角的な広がりを持つためには、情報提供や体験学習の増加、活動内容の充

実や効果のある取り組みが求められます。 
今後も、食や健康に関する研修会や料理教室等を開催し、地域の伝統料理の継承や

開発について推進します。 
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６ 行政における食育の取組み 
(1) 普及啓発の促進 

行政は、それぞれの関係団体と連携し、様々な役割を効果的に果たすことがで

きるように、中心的活動を行います。 
「食育」に関連する取り組みを企画・提案し、各関連団体へ向け発信します。 
具体的には、次の①～⑤を目標に取り組みます。 

    ① 食育の普及啓発活動を行って市民へ食育の推進を図ります。 
    ② 健康増進と健康管理に関する取組を実施します。 
    ③ 教育関係機関と連携し、食育の知識拡大を図ります。 
    ④ 学校給食の中で、地域の食材を活用した地産地消を推進し、生産者との連

携を図ります。 
    ⑤ ボランティア団体と連携し、市民を対象とした研修会や料理の講習会等の

極的に支援します。 活動を積

 

 
 
 
 
 
 

(2)  地産地消の推進 
地域で生産されたものを地域で消費する、いわゆる地産地消の取り組みは、消

費者にとっては生産者の顔が見え、新鮮な旬の農産物を安心して購入することが

できます。 
また、生産者にとっては消費者の反応を直接知ることができることに加え、地

域農業の活性化に貢献するという利点もあります。農業が営まれることで、土地

の有効活用が図られ地域の環境保全にもつながり、保育園・幼稚園や学校等にお

ける農業体験学習の場としての活用も図られます。 
さらに、保育園・幼稚園や学校等の給食においては、伊佐産の農作物を積極的

に使用されるよう推進します。その中で、本市には、大・中・小の農産物直売所

を合わせると約１５の直売所があります。地産地消を推し進める上で、市民の方

が手軽に利用できる必要不可欠な場所であることから、積極的な連携を図ってい

きます。 
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(3)  教育ファームの推進 
教育ファームとは、自然の恩恵や食に関わる人々の様々な活動への理解を深め

ることを目的として、農林漁業者などが一連の農作業等の体験の機会を提供する

取組のことです。なお、一連の農作業等の体験とは、農林漁業者など実際に業を

営んでいる人による指導を受けて、同一人物が同一作物について２つ以上の作業

を年間２日以上行うこととしています。  

子どもたちが、農家の人と一緒に農業体験を行い、交流をすることで、野菜の

作り方や農業のしくみを知ると同時に食への関心を持ち理解を深めるように推進

します。既に、本市は市外からの学校を受け入れ、農業体験を実施した地域もあ

りますが、今後も市内保育園・幼稚園、学校においても取り組みやすい体制の整

備を推進します。 

保育園・幼稚園、学校においては、市内農家の方との交流を深め、近隣農地、

園芸施設、畜舎の観察や農作業の見学及び農作業体験や米、麦、お茶、大豆、野

菜づくり等農作物を育てる一連の作業が体験できるよう推進します。 

  

  

 体験から学ぶ…本来の学びを支えるために 
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 平成２２年度 伊佐市食育推進協議会委員名簿  
 

 所 属 名 役 職 名 等 氏  名 

1 伊佐地区生活研究グループ 代 表 萩原 征子 

2 伊佐市食生活改善推進員会 代 表 瀬戸ノ上 艶子 

3 伊佐市栄養教諭部会 代 表 茶園 直美 

4 主 幹（統括） 大島 勝矢 

5 

姶良・伊佐地域振興局農林水産部

農政普及課 
主 幹（経営普及担当） 寺脇 孝子 

6 
保健指導係 
係 長 

冨満 庸彦 

7 
伊佐市健康増進課 

保健指導係 
主事捕 

大辻 理恵 

8 伊佐市学校教育課 
指導係 
係 長 

吉永 直昭 

9 伊佐市給食センター 
管理係 
係 長 

緒方 英明 

10 課 長 田中 淳一 

11 
伊佐ブランド推進係 
係 長 

久松 淳一 

12 

伊佐市農政課 

振興係 
主任主事 

瀬戸口 彰人 

 
 
 








	計画書表紙.pdf
	目　次.pdf
	第１章　伊佐市の概要　【正】.pdf
	第２章　計画策定にあたって【正】.pdf
	第３章　食をめぐる現状と課題_【修正依頼反映分】.pdf
	第４章　具体的な対策と取り組み　　【正】.pdf
	名簿.pdf
	kgo-bg-a4-1.pdf
	syokuiku0825.pdf
	syokuiku091702.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


